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上市町黒川上山古墓群は、平成 6年 に下水道管理用道路に伴う発掘調査で12世紀末から

14世紀までの中世墳丘墓群で完全な形で今に残る全国でも希な遺跡であることが判明しま

した。町ではその重要性から道路の方線変更を行い全面的に遺跡を保存、同年12月 には上

市町指定史跡として後世に残すことにいたしました。

上市町荻育委員会ではこの遺跡を次代に残すため保存整備する予定でありますが、その

資料作成のための発掘調査を本年度より国庫補助を得て計画的に行うことにいたしまし

た。

前回調査までの調査で黒川一帯が上山古墓群・黒川塚跡東遺跡・真興寺跡さらに穴の谷

を含む一大霊場で合ったことが明らかになりました。本年度は、真興寺跡の追加調査と、

開谷地区 。円念寺山周辺の分布調査と測量調査を行いました。

その結果、真興寺跡が、少なくとも10世紀に何らかの人の営みが開始され11世紀には寺

院として成立していた可能性が非常に高いことが確認されました。また、分布調査では、

円念寺山に新たな墓群が存在する事も確認されました。

調査は、平成11年の10月 から12月 に行いましたが、この間に掘り出された資料が平安時

代から、鎌倉時代の富山県を知るよすがとなれば幸いです。

最後になりましたが、調査に、数々のご指導とご教授を頂きました、文化庁記念物課、

県文化課、県埋蔵文化財センターをはじめとする皆様方に心より感謝申し上げます。

平成12年 3月

上市町教育委員会



例

1.本書は、富山県中新川郡上市町黒川地内に所在する上山古墓群の第 5次発掘調査報告書である。

2.調査は、平成11年 9月 27日 から平成12年 3月 31日 まで実施した。

3.調査対象面積は3,000m2でぁる。

4。 本調査は、国庫補助金、県費補助金を得て上市町教育委員会が実施した。

5.調査事務局は、上市町教育委員会にあり、調査期間中、文化庁記念物課、富山県教育委員会 (文化課・県埋蔵文

化財センター)の指導を受けた。事務及び調査担当は、生涯学習課文化振興係長高慶 孝 。同嘱託新本万里子が担

当し、生涯学習課長山口哲夫が総括した。

6.遺物の整理、本書の編集・執筆は、調査担当が行つた。遺物の実測・トレースは、調査担当が中心となり、後述

する富山大学大学院生・学生が行った。

7.調査期間中、京都大学建築学科助教授山岸常人氏、富山県文化課主任安念幹倫 。河西健二氏の視察を受け、ご指

導をいただいた。また富山大学人文学部教授宇野隆夫氏には調査期間中、現地も含めて数々のご指導、ご協力をい

ただいた。

その他調査期間中及び本書の作成にあたり、下記の方々から有意義な指導・助言並びにご協力をいただいた。記

して深甚なる謝意としたい。

富山県埋蔵文化財センター係長宮田進一、同主任斎藤 隆、同主任橋本正春、立山町教育委員会社会教育課主事

三鍋秀典 (順不同・敬称略)

8.調査参加者はつぎのとおりである。

高城富美子、高城英子、高城準子、金子みつゑ、川上富美子、三輪光子、伊藤萩子、井原ハチエ、松本ミツ子、

荒木智恵子、石井勝代、岩城秀子、大沢邦子、大沢富子、神谷 トシ子、酒井英子、酒井文子、甚内みき子、竹林昭

夫中川セツ、西川文一、早崎秋子、安村ミツ子、若木啓子 (以上作業員)人生日奈子、山下 研 (富山大学学生)

甚内みき子、人生日奈子、佐々木亮二、員井田宏彰、川端良招、不嶋美穂、貫井美鈴、武田珠美 (整理作業員 富

山大学学生)(分布調査参加者)瓜生日奈子、佐々木亮二、員井田宏彰、廣瀬直樹、表原孝好、片桐清恵、不嶋美穂、

山口欧志、阿部 来、山下 研、山本教幸、田中洋一、澤野慶子、蔦川貴祥、的場茂晃 (以上富山大学学生)
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I 遺跡の環境
黒川上山古墓群は、富山県中新川郡上市町黒川字上山に所在する (第 1図・第 2図 ・図版 1)。 上市町は、富山県

の東南部に位置し、立山連邦に源を発する早月川、上市川、白岩川に沿って東南から北西にのびる町である。西は県

都富山市に接する。東は、標高2,998mの 剣岳をはじめとする北アルプスの山々が連なる。

遺跡の所在地である黒川は市街地の北東にあり、上市川の支流、郷川上流左岸の標高65～ 70mの丘陵に占地する。

この丘陵を東に辿れば、弘法大師ゆかりの地、護摩堂 (ゴマンドウ)にたどり着く、ここから尾根沿いに南へ辿れば、

立山室堂越 (タ テヤマムロドウノソコシ)に行きつく。室堂は立山信仰の拠点であり、本遺跡のバックグラウンドで

り、真言宗をはじめとする、修験道の霊場である。またこのルートの谷をはさんで東側には、「地獄の針の山」と立

山信仰では称される剣岳を仰ぎ見ることができる。剣岳山頂からは、9世紀のものと見られる銅製の錫杖頭と鉄尖J(国

指定有形文化財)が発見されており、4多験道とのつながりが考えられる。本遺跡が黒川に占地したのは、偶然ではな

く、こうした環境が、造墓するのにふさわしいものと考えられたからではなかろうか。

黒川村にあつた真言宗本覚院の寺伝によれば、本院は、享保 7年に僧、長玄によって開かれた。それ以前は、花尚

山真興寺 (真言寺院と考えられる。)があったが富山に移転したためその跡を継いだと言われる。真興寺は寛弘 5年

(1008)に 真興上人によって現在の本覚院うら手の山中 (字名は古寺)に開かれたものと言われている。真興上人は、

寛和 2年 (896)とこ弘法大師止錫の護摩堂村弘法堂を参拝、その帰りに麓の黒川に立ち寄り、この地を入正道を宣布

するにふさわしい地であるとして庵を結んだと伝えられる。これにより最盛期にはここを中心に、円念寺・浄土寺・

正等寺、開谷には、源内坊 。奥野坊・作内坊・好田坊などができて、信仰の中心になったと言われる。今回の調査は、

この古寺と円念寺及び開谷を対象としている。黒川から護摩堂に至る道は、一部町道として残り、それに続く旧道も

確認される (発掘調査以降改修中)。 この道は、遺跡の南直下を通過し護摩堂川を沢づたいに延びている。また遺跡

からは護摩堂地区が見通せる位置であることも確認できた。

町内及び郷川 。上市川沿いの古代から中近世の遺跡を見ると市街地の南東に真言宗の古刹大岩山日石寺 (磨崖佛・

京ケ峰経塚 いづれも平安前期)、 東に曹洞宗の眼目山立山寺 (眼目山旧開山堂遺跡 鎌倉後期)な どの寺院、市街

地の南、立山町の日中玉橋経塚・日中東経塚などの経塚、さらに北部の上市川 。郷川ぞいに文献上、古代から中世に

登場する堀江保・小森保もしくは堀江の荘に関連すると見られる遺跡 (江上 B。 東江上 ,上梅沢町・本江馬場田・横

越の各追跡)、 さらに南北朝期に堀江荘に東国から荘官として入部し在地領主化したと言われる土肥氏 (源頼朝の功

臣土肥実平の末裔と言われる。)をはじめとする豪族の居館跡 (蓑輪城跡・稲村城・郷柿沢館・有金城 。堀江城・小

森館・堀の内城・弓庄城・柿沢城・落荷谷山城)な ど数多くの遺跡が見られる。上山古墓群が12世紀末から14世紀前

半に造墓活動が見られそれ以降、造墓が途絶えることを前回調査で確認したが、南北朝期に入部した東国武士、土肥

氏がこれに関与した可能性が考えられる。

土肥氏が14世紀はじめに越中に入部し勢力を拡大する中で、前記の城館を築くが、小森館・著荷谷山城・稲村山城

などは、寺院を見下ろせる場所に築かれており寺院勢力に配慮した配置をとっているように見受けられる。また護摩

堂から立山につづくルート上、標高約800m、 の山頂に千石山城がある。土肥氏入部以前の在地勢力がどのようなも

のであったか、堀江庄以前のおそらくは国衛領に属していたものと思われる本地域がどのように変化していったか、

あらゆる角度からの分析が必要となる。

以上のように黒川上山古墓群の周辺遺跡は、古墓群の消長に深く関わつたものと考えられ、今後、文献の調査・周

辺の分布調査と試掘などの考古学的調査を深めることにより明らかにしていきたい。
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第 1図 地形と周辺の遺跡 (1/50,000)

1.真興寺跡遺跡]2.黒川上山古墓群 1 3.蓑輪城跡, 4.広野 C遺跡, 5,広野 D遺跡, 6眼 目山旧開山堂遺跡, 7.稲村山城跡 ,

8白 石寺磨崖仏1 9.大岩京ヶ峰経塚,10.郷柿沢館跡 111.湯崎野西遺跡,12.湯 神子 B遺跡113柿沢城跡,14暮荷谷山城跡 ,

15郷田砦116.弓庄城跡,17日 中玉橋経塚118,日 中東経塚119横越遺跡,20若杉神田遺跡,21中小泉東遺跡,22石仏遺跡 ,

23.石仏嶋町遺跡,24.石仏南遺跡,25,大永田西遺跡,26.江上 B遺跡,27.上梅沢町跡,28.上梅沢遺跡,29。有金城跡130.堀江城跡 ,

31.本江馬場田遺跡,32,711山砦跡,33.小森館跡134堀の内城跡,35.水尾南城跡 ,
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Ⅱ 調査に至る経過
上市町黒川地内では、平成 5年度に農業集落排水事業の管理用道路が計画された。しかしながら当該地区には上山

古墓群の存在が知られており、それに伴う事前の発掘調査が行われた。しかし、調査が進む中で本遺跡が全国でも調

査例の少ない中世墳丘墓群で墓数も40基を上回るきわめて良好な遺跡であることが明らかとなった。これを受けて上

市町教育委員会は、上級機関の指導のもと、県文化財保護審議委員湊晨氏・奈良大学学長水野正好氏に現地視察をお

願いし、保存に関する意見をいただいた。この意見を元に、町当局と再度協議を重ね、地元黒川地区からの保存要請

もあり、全面保存の方向で合意した。その後同地内は平成 6年 12月 8日 町指定史跡として指定され、平成 7年度には

公有地化も計られた。

Ⅲ 調査の経過と層序
第 1次調査 (平成 6年度本調査)

平成 6年 5月 13日 から同年 7月 27日 までの延べ72日 間で実施した。調査対象は1,500m2で このうち道路が計画され

た部分について遺跡の内容を確認した。調査では、墳丘墓19基などの遺構、13世紀代の珠洲焼の蔵骨器、土師質 土

器 (かわらけ)な どの遺物が確認された。調査地区以外の部分においても16基以上の墳丘が視認され、 全体で39基

以上の墳墓が存在し、極めて良好に残存していることが明らかとなった。

第 2次調査 (平成 6年度試掘調査 )

平成 6年 9月 9日 から9月 22日 までの延べ11日 間で県補助金を受けて実施した。対象は古墓群東側の山林約5,000m2

で、道路方線の変更に伴う事前の試掘調査として実施した。

第 3次調査 (平成 8年度本調査)

平成 8年 11月 7日 から同年12月 17日 までの廷べ25日 間で実施した。対象は平成 6年度調査地区の南西地区約1,500ポ

である。その結果、墳丘・集石・五輪塔など45カ 所の埋葬施設を発見し全体で70カ所の埋葬施設を持つ墓群であるこ

とが明らかとなった。出土遺物は、珠洲焼の蔵骨器、輸入磁器・土師質皿、 1次調査では 1基 しか発見されなかった

五輪塔が現位置を保つもの2カ 所を含めて6カ 所で発見された。 なお、調査は、国庫補助金・県費補助金を得て上

市町教育委員会が行った。

第 4次調査 (平成 9年度本調査)

平成 9年 11月 7日 から同年12月 17日 までの延べ25日 間で実施した。対象は古墓群東側の平坦面で、約5,500ポ で遺

跡の内容を確認した。

その結果、平安時代のものと考えられる墳丘墓 6基、石列 1、 礎石痕 5、 石垣遺構 1カ所、参道ないし墓道 1カ所

を検出した。遺物は明確に遺構に伴うものは検出されなかったが、 8世紀から12世紀までの須恵器片多数を出土、併

せて縄文土器、硬王製品なども出上した。調査は、国庫補助金・県費補助金を得て上市町教育委員会が行つた。

第 5次調査 (平成10年度本調査)

平成10年 10月 8日 から平成11年 3月 31日 までの延べ34日 間で実施した。対象は黒川地区の山中の旧真興寺跡と伝承

されている平坦面で、約3,200〆 で遺跡の内容を確認した。その結果、本堂跡・塔跡・堂跡などの基壇や礎石、盛り土、

池、石敷き、山門の石段・石垣、湧水地、横穴、大小さまざまな平坦面などを確認、それに伴う9世紀から18世紀ま

での遺物を検出した。また、黒川地区背後の山中の分布調査を実施し大小さまざまの平坦面をかくにんした。調査は、

国庫補助金・県費補助金を得て上市町教育委員会が行つた。
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第 6次調査 (平成11年度本調査)

平成11年 9月 27日 から平成12年 3月 31日 までの延べ89日 間で実施した。対象は昨年調査した旧真興寺跡の再調査と

して本堂及びその周辺の試掘と開谷地区周辺の分布調査及び簡易測量を実施した。その結果、本堂跡は5× 4間 と考

えていたが、 5× 5間の規模があり、礎石も数力所残存する事が明らかとなり、概ねの構造が明らかとなった。池跡

は単に掘り窪めただけでなく石積みが施されたもので周辺に15～ 16世紀のかわらけが大量に発見され何らかの儀式跡

であつた可能性が高い。調査は、国庫補助金・県費補助金を得て上市町教育委員会が行つた。

層 序

遺構は、表面の落葉、雑草、腐植土 (5～ 10cm)を排除することで検出されるが、後世、畑地として利用するため、

若干の盛り土 (黄灰色土)があり遺構面は、黄褐色土で、地山を削ってそこに礎石、石敷きが施されている。

V 調査結果
1.遺 構 (第 3～ 5図、付図、図版 7～ 14)

真興寺跡は、標高約135mか ら125mの山中に占地する。谷地形の最深部に人為的に削平された平坦面が大小11カ所

形作られている。昨年度の調査では、各平坦面に基壇状の高まり5。 礎石建物 3・ 集石 9・ 石列・盛り土・池状の土

壊などが検出された。寺域と考えられる部分は総面積約3,200m2で 、そのうち平坦面の総面積は約1,800m2で ぁり、か

なりの開削が行われている。

本年度の調査は、昨年度検出された個々の遺構の性格を明らかにすることを目的とした。この為、礎石建物の基壇

状の高まりの掘 り下げなどを中心に調査を行い、本堂の礎石・池・池から山門まで続く溝跡・土壊 2カ 所 。参道の石

段などを検出した。なお遺構の名称については、昨年度発行の『黒川上山古墓群発掘調査 第 4次調査概報』に従う。

平坦面 1(第 3・ 5図、付図、図版 7～ 13)

平坦面 1は、面積は約1,300m2を 測る。昨年度は、基壇状の高まりなどによって、平坦面 1-I～ Ⅶの 7カ 所に区

分した。今回調査では、平坦面 1-I(本 堂跡)。 Ⅲ・Ⅳを中心に掘り下げを行った。掘 り下げた面積は、約350m2

である。

平坦面 1-Iは、X79560～ 795880、 Y21060～ 210901こ位置する。ここでは昨年、基壇状の高まりに築かれた礎石建

物を1棟検出した。検出した遺物の時期が11世紀から16世紀まで年代幅があったことから建物の建て替えの可能性を

考え掘り下げを行つた。また建物の規模が、平坦面 1-Iの基壇状の高まりに収まらない可能性も考え、掘り下げを

平坦面 1-Ⅳ まで広げた。なお、検出した礎石と考える石には礎石 1・ 礎石 2と 番号を付し、元位置を保ち比較的大

きな石なのだが、礎石なのか判断できなかったものには、ローマ数字のみ付した。

この結果、礎石建物が 3棟復元され、 2回の建て替えが考えられた。 1棟目は礎石 1・ 2・ 3か ら復元した。ほと

んどの礎石は、後世の畑作などで移動しているが、規模は5× 4間または5× 5間 と考える。礎石 1・ 2は、径約40釦、

比較的大きい礎石 3は長径約60cm、 短径約50cmで ある。柱間は2.9m、 方位はN-45° 一Eである。またこの礎石建

物と、集石 4付近の石17・ 18・ 集石 6の北西隅を結んだラインが平行になる。山門の石段の向きも平行になることか

ら、この寺域に最初に築かれた礎石建物の可能性が高い。次に、検出した遺構のイ・口と、礎石 3よ り方位N-53°

―Eの礎石建物を復元した。礎石 3と イ。口の間隔は6.lmと広く、礎石 3と イ 。口の間にも礎石があつた可能性が

ある。さらに礎石 4と 礎石 5よ り、この礎石建物に庇があったのではないかと考えた。また平坦面 1-Iの 中央付近

に、東西方向と南北方向にそれぞれ石列① ,②が並ぶ。この石列は直行する。石列②は、石列③と、基壇状の高まり

を形作つている裾部の石列に平行する。石列①の方位は、N-49° 一Eである。またこの方位は、昨年検出した礎石
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建物の方位とほぼ一致する。さらに石15・ 16の 中央と石列①は直線上に並ぶ。以上より昨年検出した礎石建物が、こ

の寺域の最終的な建物跡と考えた。以上の建物は、ほぼ寺域の中心にあることから、本堂または金堂などの中心施設

と考える。遺物は 9世紀から19世紀までのものが断続的に出土している。 9～ 10世紀の遺物はわずかだが出土してお

り、その後中断し、15世紀末～16世紀のものが多く出土する。また17世紀のものが存在せず、18～ 19世紀のものが出

土する。しかし9世紀から礎石建物が存在したとは考えにくく、庵など何らかの土地利用がされていたのではないか

と考える。また、焼土を3カ 所検出した。焼± 3の西側には経20cm程の石が並んでいる。焼± 3は この石列に関連す

る遺構ではないかと考える。

平坦面 1-Ⅲ は、平坦面 1-Iの南東側の地区である。昨年はこの部分で、池状の土壊 2箇所と石敷き溝と考えら

れる石列などを検出し、庭を想定した。本年度は池 1の泥を取 り去り、池底まで検出したほか、池 1か ら山門付近ま

で続く溝跡と、SK l'SK 2な どの土媛を検出した。

池状の土媛、池 1は X79562～ 79566、 Y21097～ 21100、 本堂の東側に位置する。長径約3.Om、 短径約1.9mの不正

楕円形で、南西側には石敦をもつ。生えていた水草と泥を取 り去ると、土娠の南西側と北側の縁に経約15～ 30cm程の

石が張り付けられている。底から検出された石は、張り付けられていたものが転がり落ちたもののようである。底か

らは水が絶えず湧き出している。石が張り付け整えられていたこと、水が湧き出していることなどから、池と考える。

溝跡はX79555～ 79567、 Y21078～ 21097に 位置し、本堂の南西側に沿うように延びる。池 1の南西側の石敷から、

本堂に向かつて石列を辿り、本堂横で向きを南西に変え、本堂横の集石を辿り、山門横の石列まで続いている。池 1

南西側の石敷は昨年度の調査で検出されたものであり、幅約 lm、 長さ約 2mである。石が整然と並べられているが

石と石との間隔がやや開けられていたため、排水を考慮した施設と考えた。石敷から本堂に向かって並ぶ石列は 2列

になっており、北東側の列が径20cmほ どの石が整然と並べられている。南西側の石列は径25cmほ どの石が、間隔を開

けて据えられている。この径25伽ほどの石の列は、本堂横で方向を南西に変え、集石部分まで続く。本堂横で石列が

向きを変えた部分は、小石は確認されるがまばらである。本堂南側の集石は、底の部分を南東側から見ると、径15cm

ほどの石が整然と並べられている。そのため、溝状に整然と並べられた石列の上に、後世、畑などに利用した際に小

石が集められたのではないかと考える。またこの東西方向の集石部分に、直行するように、石列が 2列配されている。

水の流れの向きに変化を付けたものかと考える。さらにこの南西側には、昨年度検出した石敷き溝が続いている。こ

の溝は径35～ 55cmほ どの比較的大きい石が 2列並んでおり、その列の間には拳大の石が敷かれている。以上、池 1か

ら本堂横を辿つて山門まで、溝が続いていたものと考える。

SK lは X79557～ 79560、 Y21098～ 21101、 平坦面 1の東側隅に位置する。長径2.4m、 短径1.5mほ どの不正円形で

ある。当初SK lは この 4分の 1ほ どの大きさで検出した。土層断面図では第 1層 としている黒褐色上の部分で検出

したが、第 3層 の黒色土がさらに潜り込んでいたため、検出面をさらに精査する必要があつた。また南東側に、さら

に広がる可能性がある。第 3層の黒色土は炭化物を非常に多く含み、この場で火を焚いたか、一端焚いたものをまと

めて廃棄したと考えられる。SK lか らは、15世紀末から16世紀代の、まとまった量の土師器皿を検出した。土師器

皿は第 3層 に多く検出され、何らかの儀式が行われた可能性がある。

SK 2は X79555～ 79559、 Y21095～ 21099、 本堂のある平坦面 1の南側隅に位置する。平坦面 3の約 3m下にあたる。

長径3.6m、 短径2.8m程の楕円形で、底には径60cmほ どの石が検出された。SK 2の 西側には集石 5がある。集石 5・

SK 2は、ともに関連ある遺構と考える。また平坦面 3に伴う遺構である可能性も考えられる。

平坦面 3(第 3図・付図 2、 図版 9・ 13)

平坦面 3は、本堂のある平坦面 1の南東に位置し、平坦面 1か ら約 3m高 まった削平地である。面積は約110だで

ある。昨年度の調査では、基壇状の高まりに方形の礎石建物を検出した。基壇は、底面で約 6× 6m、 上面で約4.4m
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×4.4mで、この上面に3× 3間の方形の総柱建物が復元できる。柱間は真芯で約 lm+1.3m+lmで 礎石に一部欠
落が見られるものの非常に整然とした作 りである。礎石に使われている石は、タト柱力MOcm前後、内柱が20cm前後の凝

灰岩である。基壇状の高まりの裾には上面の礎石にほぼ対応するように20cm前後の石が並べられており縁ないし庇な

どが考えられた。昨年度の調査では、建物の規模やタト柱と内柱などから、三重塔ないし多宝塔など塔があったものと

推定した。、また、基壇状と表現した部分も亀腹など塔の土台となる部分と想定した。そのため、本年度は基壇状の高

まりにトレンチを入れ確認を行った。トレンチは、塔の中心と礎石に掛かるように設定した。この結果礎石の下には、

拳大の石が根石としてびっしり敷かれていることを確認した。また塔中心では、径 lmほ どの円形の浅い遺構を確認

し、中央には径25伽の石を確認した。建物が塔であるならば、鎮壇具などが出土すると想定したが確認できなかった。

また平坦面 3は、山を削平して作 り出しているため、北東部と南東部の崖は崩れている。そのためもとの平坦面 3の

範囲を確認する必要があった。崩れた部分と考えられる土砂を排除したところ、基壇の北東側裾の部分に金属製品を

検出した (図版 5-29)。 また、この建物の正面は本堂側で、そこに集石 7があること、平坦面 3の南西側にSK 2と

集石 5が見られること、平坦面 3の北西側の等高線の状態が張り出していることなどから、階段状の遺構があること

を想定してトレンチを入れたが、明確には確認できなかった。ただしsK 2と 集石 5の北側に拳大の石が多く検出され、

周囲に長径40cmほ どの大きな石があることから、階段状の遺構があった可能性があると考える。

参道 (第 3図、図版15・ 17)

参道部分は、寺域の入口部分に当たる。スロープ状で、このまま尾根道に続 く。石段が 3段検出された。 2段 目が

最も残 りが良く、径20～ 25cmほ どの石が約1.3m幅 で確認された。 1段 目は、残っている部分で幅約 lm、 3段目は

幅約70cmである。 3段 目は径約30cmの比較的大きな石が使われている。 3段 とも石の前面が揃っている。検出された

3段の石段より、上部の方が勾配が急なため、石段が続いていたのではないかと想定されるが検出されなかった。ま

た石段の南東側には、長径50cmほ どの石が散乱しており、寺域の入口部分を示す施設があつた可能性も考えられる。

平坦画11(横穴前面 )

平坦面11は、X79552～ 79555、 Y21057～ 21061に位置する。横穴の入り田部にあたり、面積は約4.5ポである。平坦

面11周 囲の土は砂質で崩れやすく、平坦面11を覆っている土も、周辺の土が崩れたものと考えられる。当初、横穴内

部の調査を行う予定だったが、周囲の壁が非常に崩れやすいため、内部の調査は出来なかった。平坦面11は横穴に伴

うような何らかの施設、または横穴に通じる階段のようなものを想定したが確認できなかった。

2.遺 物 (図版 2～ 6、 図版17～ 22)

調査により検出した遺物は、土師器・須恵器・珠洲焼・越中瀬戸・唐津・鉄製品・銅製品などである。ほとんどの

遺物は建物跡とその周辺の掘 り下げの際に出土した。SK lか らは、まとまって土師器皿が出土した。遺物は 9世紀

から19世紀のものが出土した。しかし、旧真興寺が 9世紀から19世紀まで継続して存在したとは考えにくく、出土遺

物もすべての時期のものが見られるわけではない。全体では破片数で449破片、 9～ 10世紀のものが26破片、15世紀

末～16世紀のものが309破片 (う ち177破片はSK lよ り出土)、 18～ 19世紀のものが82破片である。

以下、遺構ごと、図版ごとに遺物の特徴を述べる。

平坦面 1-I(本堂跡)出土遺物 (図版 2・ 3・ 17,18)

図版 2の 1～ 38、 図版 3の 1～ 37は本堂からの出土である。図版 2の 1～ 16は土師器皿である。1・ 2・ 3・ 14は、

日縁部が薄い器形である。小破片のため、全体の器形ははっきりしない。 4は 回縁端部を九く収め、日径は 9 cmであ

る。5～ 12は非幌幅成形で、直線的またはやや内湾気味に開く器形である。日縁部に一段の撫でを施す。このうち 8・

10・ 11・ 12の口縁部は、刷毛状の工具で幅1.5cmほ ど撫でられている。8・ 11・ 12は、内外面にタールが付着する。13
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は幌櫨成形で、日縁部を厚 く作る。体部内面は幌幅撫で調整される。口径は 8 cmである。15は体部が内湾気味に立ち

上がり、口縁端部は小さく摘まれている。口縁部には 1段撫でを施す。口径は9.4cmである。16は 口縁部内面を厚く

肥厚させ、日縁部を強く一段撫でる。 1～ 16の色調は黄橙色・浅黄色を呈するが、 8・ 11は黒変している。15世紀末

～16世紀のものと考える。17～ 30は土師器皿の底部である。いずれも底部は回転糸切りであるが、25～ 301よ摩減が著

しい。底径は 3～ 7 cmを測る。17は柱状高台をもつ。31は土師器・甕の底部破片である。外面の調整は削りである。

32～ 38は須恵器である。32は杯の口縁部で、日径14cmを測る。33の杯蓋の口縁部は折曲げられており、日径は16cmを

測る。34の皿は断面が逆三角形の高台が付く。33・ 34は 10世紀代のものと考える。35～ 38は甕の体部破片である。35

～37は外面に平行叩きを施し、35。 37は内面に同心円紋を施す。36・ 37の平行叩きの 3 cmあたりの条数は 7条である。

38は外面に擬格子状平行叩き、内面に扇形紋を施す。35～ 38は 9～ 10世紀代のものと考える。

図版 3の 1は、須恵器・甕の体部破片である。外面に平行叩き、内面に同心円紋を施す。 2・ 3は、珠洲の奏また

はこの体部破片である。 4～ 6は越中瀬戸の皿である。日径は、7.4～ 13cmを測る。 4は体部下半から口縁部まで直

線的にのび、内面は全面に外面は体部に茶褐色の鉄釉を施す。18世紀代のものと考える。 5・ 6も 鉄釉を施すが、 6

は釉が剥げている。 7は口縁部を巻き込んであり、内外面とも鉄釉を施す。 8は越中瀬戸の蓋で、内外面に鉄釉を施

す。 9は越中瀬戸の重の回縁部と考えられる。内外面に鉄釉を施す。口径は13.Ocmを 測る。10。 11は唐津の悟鉢であ

る。口縁部は肥厚して外反する。内外面に鉄釉を施し、日径は10が30.Ocm、 11が 32.Oclnを 測る。12は無釉の陶器であ

る。口縁部は平坦に作られている。口径は26.Ocmである。13は無釉の陶器の皿である。責橙色を呈し、口径は10.8cm

を測る。15は皿で、体部が内湾しながら立ち上がり、日縁部が開く。内面に黒色の鉄釉を施す。16は京焼系の皿で、

内湾しながら立ち上がる。内外面に薄いオリーブ色の透明釉を施し、口径は15,Ocmを 測る。19世紀代のものと考える。

17は無釉の陶器の皿である。高台径は、7.4cmを測る。18・ 19は京焼系の陶器である。18は 内外面に薄い淡黄色の透

明釉を施し、19は内外面に灰白色の透明釉を施す。18。 19は 18世紀代のものと考える。20は陶器の御仏飯である。胎

土は粗く、焼成が甘い。底部は回転糸切りで、底経は5.2cmである。21は刷毛目唐津の碗である。底径は4.6cmで ある。

胎土は硬質で、赤みをおびた褐色を呈する。白土を刷毛で塗り縞状の文様を施し、透明釉が掛けられている。22は磁

器で、薄い緑色の透明釉を施す。23は青磁の碗の底部である。底径は4.5cmである。24～ 27は伊万里の碗である。24

は草花文を施す。25は文様装飾にコンニャク印判を用いる。24・ 25は 18世紀代のものと考える。26・ 27は 19世紀代の

ものと考える。28は煙管の吸口部である。張り合わせ面が観察できる。29～ 31は寛永通宝である。

池 1出土遺物 (図版 4・ 19)

図版 4の 2は池 1か ら出土した破片と、SK lから出土破片が接合したものである。器壁は薄く体部は直線的に開く。

口径は11.6cmを 測る。内外面の摩減が著しい。口縁部にタールが付着する。15世紀末～16世紀代のものと考える。

SKl出土遺物 (図版 4・ 19・ 20・ 22)

図版 4の 1～ 49は、非碗櫨成形の土師器皿である。 1～ 45は体部が直線的、またはやや内湾気味に開く。口径が 8

～12cmの小さいものが多く、14～ 15.4cmの ものも存在する。口縁部は外反し、日縁端部は小さく摘まれたものが多い。

口縁部外面には一段の横撫でを施す。撫で幅は 4～ 9 mm程である。42・ 44・ 45の撫で幅は約1.4cmで 、比較幅の広い

横撫でが施されている。また42・ 44・ 45は同一個体の可能性がある。内面の調整は横撫でを施し、右回りに外へ撫で

抜いているのが29と 32で観察される。また32では見込みを撫でた後横撫で調整を施し、その後口縁部内面に幅の狭い

横撫でを一周施しているのが観察される。色調は黄橙色・薄い責橙色 。浅黄色が多いが、黒変しているものもある。

1・ 2・ 12・ 14・ 25は タール状の煤がつき、灯明皿と考えられる。胎土は比較的緻密で、赤色酸化粒を含むものも見

られる。15世紀末～16世紀代のものと考える。46～ 491よ体部が内湾的に立ち上がり、日縁下部で大きく屈曲する。46・

47は屈曲部より上を横撫でする。48・ 49は屈曲部の上方に幅 5 mm程の溝が入る。色調は黄橙色を呈する。50は珠洲焼
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の甕またはこの底部である。底径は10cmで ある。51は銅製品で、全体に青緑色を呈する。内面は縦に2条、横に 3状

の隆線が張り付けられている。全体の器形については不明である。52は鉄釘である。錆が多いが角釘と考えられる。

平坦面 1-Ⅲ 出土遺物 (図版 5。 20。 21)

図版 5の 1・ 2は土師器皿である。 1は口縁端部をわずかに摘む。口径は12.0印 である。色調は黄橙色で、胎土は

緻密である。2の体部は内湾的に立ち上がり、口縁はわずかに外反する。外面の摩減が著しい。口径は12.Ocmで ある。

色調は浅黄色である。15世紀末～16世紀代のものと考える。 3は須恵器の杯で、口径は14.Ocmを 測る。 4は須恵器 。

甕の体部破片である。外面に平行叩き、内面に同心円紋を施す。内外面の色調は灰色であるが、断面は薄い赤紫がかっ

ている。 5～ 7は越中瀬戸の皿である。 5は体部下半から口縁部まで直線的にのび、内面は全面に、外面は体部に錆

釉を施す。底部は回転糸切りである。日径は10.8cm、 底径は3.8cmを 測る。 6は 5と よく似た器形である。内面は全

面に、外面は体部に茶褐色の鉄釉を施す。底部は回転糸切りで、口径は10.Ocm、 底径は3.8cmを 測る。 5'6は 18世

紀代のものと考える。 7は体部が丸みをもって立ち上がる。削り出し高台で、断面は逆三角形である。内面は黒褐色

の鉄釉で蛇の目釉剥ざし、釉剥ぎした部分に薄く茶褐色の鉄釉を施している。外面は高台付近が無釉である。口径は

10.4cm、 高台径は4.4cmを 測る。 7は平坦面 1-Ⅲ の中でも、池 1の北側のほぼ池の肩部で検出された。 8は無釉の

陶器の皿である。外面の幌櫨目がはつきりしていて、底部は回転糸切りである。色調は黄橙色を呈する。口径は9.9cm、

底径は4,7を測る。口縁部に対して、底部が大きい印象を受ける。 9。 10は越中瀬戸の壺である。体部が九みをもち、

日縁部が若干くびれる。墟幅目が明瞭で、内外面とも錆釉を施す。日径は10.Ocmで、9。 10は 同一個体と考えられる。

11・ 12は越中瀬戸の匝鉢の底部である。11は幌輯目が明瞭で、底部は中央に向かって器壁が薄くなる。回転糸切 り痕

が見られる。体部外面に鉄釉が施されるが、底部の回転糸切り部分にも薄く鉄釉が掛かる。見込みは無釉である。底

径は12.0釦である。12も 乾輯目が明瞭で、底部は中央に向かって器壁が薄くなる。底部は回転糸切りである。体部は

鉄釉が施されているが、底部と見込みは無釉である。底径は14.Ocmで ある。13は橋鉢で、越中瀬戸の口縁部内面が屈

曲して立ち上がるタイプものと考える。内外面に錆釉を施す。14は肥前陶器で、体部は内湾しなだら立ち上がり、日

縁部でくびれる器形の皿である。内面には銅緑釉、外面には灰白色の釉が施される。日径は19.Ocmである。18世紀代

のものと考える。15は青磁の碗である。体部がゆるく内湾して立ち上がり、日縁部がほぼ直線的に開く器形である。

内外面無文である。やや青みを帯びた緑色の釉が施される。日径は14.Ocmを 測る。

平坦面 1-Ⅳ出土遺物 (図版 5。 20。 21)

16は土師器の甕の回縁部である。頸部で屈曲し、日縁端部は面取りしている。色調は茶褐色である。17は土師器の

皿の底部である。底径は6.4cmである。18・ 19は須恵器の体部破片である。どちらも焼成が悪く掲色を呈する。外面

は平行叩き、内面ははつきりしない。20は唐津の信鉢で、日縁部外面が丸く肥厚する。口縁部内面には段が巡り、卸

目溝は細 く深い。18世紀代のものと考える。21は越中瀬戸のこの底部である。底部は中心に向かって薄くなり、底部

は回転糸切りである。内外面錆釉が掛かる。底径は10,9cmで ある。21は平坦面 1-Ⅳの中でも、集積 1から出土した。

石垣出土遺物 (図版 5。 20・ 21)

平坦面 1-Ⅳの前面の石垣部分から出土したものである。22は土師器・甕の体部である。内面は刷毛で調整されて

いる。23は徳利で、外面は前面に内面は上半に鉄釉が掛かる。胎土は灰色で級密である。焼成も良好である。24は京

焼系陶器の皿である。内外面に薄いオリーブ色の透明釉を施し、胎土は灰色で緻密である。19世紀代のものと考える。

参道出土遺物 (図版 5。 20)

25は須恵器である。外面は平行叩きで、色調は灰色である。26は無釉の陶器の皿で、体部は九みをもって立ち上が

り、回縁部は外反する。削り出し高台で、断面は逆三角形である。日径はH.8cmで ある。
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平坦面 3(塔跡)出土遺物 (図版 5・ 21・ 22)

27は土師器の皿である。赤みの強い黄橙色を呈し、日径は8.8cmを 測る。28は越中瀬戸の匝鉢である。体部は直立し、

筒状を呈する。幌幅目が明瞭に残り、外面に鉄釉が掛かる。日縁部は平縁で、日縁端部と内面は無釉である。日径は

16.Ocmを 測る。29は鉄製品で、 3方向に足をもつ。 2方向の先端は欠けていて、完全な形が残るのは 1方向のみであ

る。外面頂部も欠損して、U字形の錆が 2方向に残 り、摘みのようなものが付いていたのではないかと考える。内面

中央部にも、鉄の塊が付いている。30は鉄釘である。錆が多く付いているが角釘である。

平坦面11(横穴前面の平坦面)出土遺物 (図版 5。 20)

31は土師器皿の口縁部である。日縁部は一段撫でられ、段が付いている。口径は15.Ocmである。色調は黄橙色であ

る。32は土師器皿の底部である。底部の摩減は著しいが、回転糸切りのようである。色調は黄橙色である。33は珠洲

焼の情鉢である。口縁部が屈曲して外反する。日縁部内面に櫛目状波状文をもつ。珠洲第Ⅵ期に比定できる。

湧水地出土遺物 (図版 5・ 21)

34は越中瀬戸の匝鉢である。底部から直線的に立ち上がる。口縁部は平縁で、底部は回転糸切 りである。内外面と

回転糸切り菩Ь分にも錆釉が掛かる。日径は15.5cm、 底径は13.Ocmで ある。

3.関谷地区周辺の分布調査について (第 6・ 7図、図版15・ 16)

真興寺の調査に平行して黒川村の南東の円念寺山及び開谷集落周辺の分布調査と簡易測量を実施した。調査は、富

山大学人文学部国際文化学科考古学研究室の全面的なバックアップの下、調査担当者及び学生が行った。また、富山

県埋蔵文化財センター主任橋本正春氏には手弁当で調査に参加いただいた。調査は、対象域を円念寺山地区と開谷地

区の 2地区に分けそれぞれに人為的に作り出された平坦面や集石などの観察を4班に分けて実施した。その結果、大

小 7箇所の平坦面を確認した。

平担面 6は、円念寺山頂部から開谷に向けて続 く標高約75mの尾根上である。尾根の先端部は幅約1.5mと 狭 く奥

に行 くに従って約10mの 幅に広がる。全長は、約100mである。この尾根上には、石積みを施した墓群と考えられる

遺構が断続的に続いている。戦後、畑地として利用していたこともあり、必ずしも残りはよくないが、崖際に畝状に

観察される。墓は、集石墓と考えられるものと、積石墓と考えられるものに大別できるが、この内の 1基から蔵骨器

が露出しており、採取した (図版 6・ 15。 22)。 図版 6の 1は珠洲焼の壺である。蔵骨器として使用されていたもの

で墓群の最も東南の地区で採集した。器高22.9cm、 口径 11.5cm、 最大径17.lcm、 低径8.lcmで いわゆる壺RttA類 に

分類される。全体がやや重心の低い倒卵形で日縁は、九みを持ちながら外反するが、日縁端部でやや内湾し、九みを

持った口縁をE「象づけている。黄灰色の肌をなし、焼きは良好である。内外面にロクロ整形された痕跡が残り、外底

面に静止糸切 り痕をのこす。頸部から胴上部に櫛歯状工具によリー筆書きの 2段の波状文が巡る。また、同一の工具

で胴部から底部に左上から右下に縦方向の波状文が 2列施されている。この裏側には胴上部の波状文に付けて縦方向

の波状文が梵字のような描き方で施されている。珠洲焼の編年の I期に属するものと考える。底部端は鋭く、使用痕

は認められない。図版 6の 2は珠洲焼の指り鉢で 1のこの蓋と考えられる。日径21.2cm、 器高8.8cm、 底部径8.lcmの

片口の鉢である。こんもりと膨らみを持って立ち上がる器体を持ち、口縁外端でしつかり面を取っている。注目は、

日縁の外周線にコの字状に丁寧に作られている。内面におろし目はない。肌は、緻密で灰褐色を呈する。珠洲焼の編

年の I期のものと考える。 3・ 5・ 6・ 7はいずれも珠洲焼で 3・ 5は甕、 6・ 7は橋り鉢の破片で 1・ 2の周辺で

発見した。いずれも古手のもので珠洲焼の編年のH期 を下らない時期のもと考えた。

平坦面 7は、南北42m、 東西13mで、平坦面 6の北東に隣接しており標高は、約95mである。一部送電用の鉄塔に

より現地形が損なわれているが、付近に人頭大の石の露出も観察される。
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平坦面 8は、平坦面 7の東側にあり、平坦面 7と 同じ尾根頂部端に位置する。標高は約95mでほぼ同じである。規

模は、南北20m、 東西26mである。

平坦面 9は、平坦面 8の東約270mに位置する。円念寺山に続く尾根のピークで標高は、134mである。規模は10×

13mと 小さい。この45m東南に平坦面10がある。平坦面 9と 同じ尾根上で標高は130m前後の地域である。

平坦面11は、開谷集落の東の人幡社周辺の平坦面 9カ所を総称して名付けた。標高は本殿のある平面で約160mで

在る。開谷については角川書店発刊の「日本地名辞典―富山県―」によれば

「開谷集落は、西に円念寺、南東は五位尾と接する。村名の由来は水成岩層中に貝の化石があるので貝谷といった

とも、源内坊という寺院の戒壇があったことにちなんだとも言われる。中世には、好田坊・作内坊・奥野坊・源内坊

などが開かれ、近年まで無本山無壇那であつた。好田坊は京都吉田より来た神官の末裔といわれ、イチイの笏 (し ゃ

く)を伝承し、源内坊は源氏の末裔と称し、甲冑 1領を収蔵していた。付近には鎌倉・室町期の五輪塔が数多 く残さ

れている。立山信仰の霊場として、大岩・岩崎・芦吟とともに開かれた村として、一時は七堂伽藍の繁栄を誇った。」

(一部加筆)と ある。「好田坊は京都吉田より来た神官の末裔といわれ」とある部分は、開谷の北西に広がる平野部が

かつて堀江荘と呼ばれる京都祇園社領の荘園があったことと行合する。また、人幡社周辺には多くの五輪塔が観察さ

れる。開谷集落には「関谷踊 り」という舞踊が伝承されているが (昭和32年 7月 25日  上市町指定文化財)、 この踊

りは春秋の祭礼の折に奉納されたほか、村の元服、堂塔の落成、立山参詣者の歓迎の際も踊られたという。

以上のように開谷は宗教色の非常に強い地域で、人幡社の地割りも山岳寺院のそれと大差ない。ちなみに本尊は観

世音菩薩像 2体で、朽ち果てているが、裳の跡が残っている。

平坦面は10カ所で最大のものは32× 17m、 最小のもので 9× 10mと さまざまである。このうち主要な平坦面は、社

殿のある32× 17mの平坦面である。この平坦面に至る参道は、比高差約 7m、 距離24mの石段でややである。石段は

46段で本殿からやや軸がずれる。本殿のある平坦面には正面に扁平な石を敷き詰めた幅1.2m長 さ13mの石敷きが施

されている。鳥居から約 9mで 20cmほ ど高くなり拝殿 。本殿に至る。周辺には工輪塔 (室町期)・ 宝饉印塔・仏像の

破片などが見受けられる。石段の北には、27m× 16mの平坦面がある。この北東隅に径約 6mの窪みが見られる。周

辺には人頭大の平らな石が散見される。この平坦面の北西に道を挟んで10× 12mの平面があり墓碑がある。

拝殿 。本殿のある平坦面の北には長さ20m～ 45m、 幅 7m前後の細長い平坦面が棚田状に6カ 所見受けられ五輪塔石

などが散見される。

平坦面12は 開谷集落の北西に在り、平坦面11の人幡社の北約350mに位置する。ここは、標高180.2mを ピークとす

る山地の稜線上に南にむっかって両手を広
'デ

た形で配置される大小18の区画から成る墓群である。現在も墓所として

利用されており真新しい墓碑も見られる。墓碑には「好田」「作内」「奥野」など、かつての坊に由来する姓が刻まれ

ている。山頂付近に墳墓堂と見られるお堂があり、これを中心に東に10区画、西に 7区画それぞれ階段状に配されて

いる。区画の規模は、墳墓堂のある山頂が一番大きく8× 13mついで、その東隣の 6m× 1l mで他のものは尾根に制

限されたためか 7× 4m前後である。この尾根沿いに墓道があり中世の墓群の区画を色濃く残している。

以上、分布調査の調査結果であるが、昨年に引き続き多くの平坦面や墓群を確認した。特に平坦面 6は、平安時代

後期の遺物を確認しており上山古墓群との関係を含めて今後の調査が必要である。
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Vま と め
本遺跡について得られた見解を整理し、まとめに変えたい。

1,本堂の礎石建物が 3時期確認され、 2回の建て替えが行われたと考えた。このうち最初の礎石建物の方位は、山

門の向きと一致し、創建当時の建物配置や方位に係わつていると考える。 5× 4間、または5× 5間の建物と推定

した。次に建て替えられた礎石建物は、庇のある建物となる可能性がある。昨年検出した礎石建物は、真興寺の最

終的な本堂跡と考えた。

2.昨年度調査で池と考えた土壊は、土墳の縁に石が張り付けられていたこと、水が現在も絶えず湧き出しているこ

となどから、池であることを確認した。

3.池 1か ら山門付近まで、本堂の横を沿うように溝跡が検出された。石敷・石列などから成っている。

4.SK lは炭化物を非常に多く含み、土師器皿も多く検出された。この場で火を焚いたか、一端焚いたものをまと

めて捨てたものとみられ、何らかの儀式が行われた可能性がある。

5.SK 2は集石 5の東側に当たり、また平坦面 3よ り、比高差 3m下 に位置する。このため集石 5や平坦面 3と 係

わる可能性のある土壊である。平坦面 1か ら平坦面 3に のぼる階段は明確には確認されなかったが、SK 2と 集石

5の北側に拳大の石が多く検出され、階段状の遺構があった可能性があると考える。

6.昨年度調査で塔と推定した礎石建物にトレンチを入れたが、鎮壇具などを検出することは出来なかった。ただ礎

石の底部には多くの根石を確認した。

7.参道部分に石段を3段確認した。麓の黒川村から尾根伝いに細道を抜け本堂の平坦面にたどり着く直前で視界が

大きく開け、幅1.8m前後の参道が出現する。脇には池と考える窪みも見うけられ丁寧な構築がなされたことをう

かがわせる。

8.出土した遺物は、土師器・須恵器・珠洲焼・越中瀬戸・唐津・鉄製品・銅製品などである。時期は 9～ 19世紀ま

での時間幅をもっている。しかし、真興寺が継続して存在したとは考えにくく、すべての時期のものがみられるわ

けではない。15～ 16世紀が309片、18世紀が82片 と遺物が多い。遺跡は 9世紀頃からなんらかの営みがあり、15～ 16

世紀に最盛期を迎え 2～ 3回の建替えの後18世紀に寺を移転、炭焼きや、畑地として利用されたことを物語ると考

えた。

9.円念寺山周辺及び開谷地区周辺の分布調査と簡易測量を行った。円念寺山では幅 2m全長100mに わたる石積み

あるいは石組みの墓群を確認した。時期は表採遺物から珠洲焼の編年で I期 (12世紀後半)と考えた。谷を挟んで

北側に黒川上山古墓群を一望できる位置に占地する事から時期を含め調査が必要である。

10。 開谷地区では、人幡社周辺とその北約350mの 集落の墓所を中心に調査した。人幡社は周辺の地割 りが山岳寺院

を思わせる感が強く周辺に五輪塔・宝盤印塔・石仏などの破片が数多くのこり周辺に墓も散見できる。また集落の

墓所は、中世の墓地跡の区割りが現在まで残っているものと考えられ、墳墓堂なども確認された。開谷集落は、宗

教集落として室町期に最盛期を迎えたと言われているが、その一端を今に残している。集落の東狽↓は、山地が続く

が、ここにかなりしっかりした古道が残る。立山参拝を終えた人を歓迎したとも言われる芸能も残ることからこの

地域と立山信仰が深く結びついていたことがうかがわれる。

以上であるが、今年度までの調査で黒川を含む周辺一帯にはまだ多くの遺構が存在するものと考えられ引き続き調

査を継続し、全体像を明らかにしたい。
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図版 7 1.遺跡全景 (北東より。空中写真), 2遺跡全景 (南より・空中写真)
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図版 15 黒川 地 区周 辺 遺跡  1.平坦面 6の石組,2平 坦面 6の墓群,3平 坦面 6の遺物出土状況,4平 坦面11の人幡社 ,

5,八幡社の石段
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図jIF1 6 黒サ|1周 辺遺跡  1平坦面11の人幡社横の集石,2平坦面12の基域,3平オR両 12の来域(古い地割が残つている),

4平坦面12の実測風景, 5 6真興寺作業風景


